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紹

介

長
新
江
・
張
志
清
主
編

「
従
撒
馬
爾
干
到
長
安

|
粟
特
人
在
中
国
的
文
化
遺
遮
』

j十

正

近
数
年
来
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
「
ソ
グ
ド
人
」

の
話
題
を
こ
れ
ま
で
以
k
に
身
近
で
見
聞
き
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。
た
と
え
ば
、
二

O
O
二

年
十
一
月
に
滋
賀
・
信
楽
の

M
I
H
O
M
U
S

E
U
M
(以
下
「
ミ
ホ
・
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」
と
記

す
)
で
「
中
園
の
中
央
ア
ジ
ア
人
|
|
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
束
端
の
後
見
」
と
銘
打
っ
た
講
演
舎
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
が
、
主
題
と
な
っ
た
の

(
l
)
 

は
「
中
園
の
ソ
グ
ド
人
」
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

あ
る
い
は
二

O
O
二
一
年
の
唐
代
史
研
究
舎
夏
期
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
移
動
と
交
流
」
と
題
し
て
開
催

さ
れ
た
が
、
五
本
あ
っ
た
報
告
の
う
ち
一
一
一
本
ま
で

が
ソ
グ
ド
の
商
人
や
武
人
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
同
年
に
放
映
さ
れ
た

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ

ル
「
文
明
の
道
」
で
も
、
ソ
グ
ド
人
の
こ
と
が

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
謎
隊
商
の
民
・
ソ
グ
ド
」
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」

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
中
日
宍
)
日
・
c
a
E
待

ー「

博

と
題
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
後
日
、
内
容

を
増
補
し
て
関
連
書
籍
も
出
版
さ
れ
た
。
中
園
の

皐
界
に
お
け
る
注
目
度
は
さ
ら
に
高
く
、
ち
ょ
っ

と
し
た
「
ソ
グ
ド
研
究
ブ
l
ム
」
が
起
こ
っ
て
い

る
か
に
見
え
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
「
謎
」

の
解
明
が
近
年
と
み
に
進
ん
で
き
た
と
い
う
事
情

が
あ
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
『
サ
マ
ル
カ
ン
ド
か
ら
長
安

へ
|
|
中
国
の
ソ
グ
ド
人
が
残
し
た
文
化
遺
逃
』

は
、
二

O
O
四
年
四
月
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た
園

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
粟
特
人
在
中
園
(
歴
史
・
考

士
?
語
言
的
新
探
索
)
凶
際
研
討
曾
」
に
合
わ
せ

て
、
中
園
岡
家
園
書
館
主
口
本
特
裁
部
で
聞
か
れ
た

特
別
展
観
の
園
録
で
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
張
志
清
氏
の
序
一
三
一
円
に
詳
し

い
。
十
六
関
本
す
な
わ
ち
A
四
版
ほ
ど
の
大
き
さ

の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
に
、
美
し
い
装
順
が
な
さ
れ
た

立
添
な
本
で
あ
る
。
一
昔
前
の
中
園
の
出
版
事
情

を
思
う
と
、
急
速
な
経
済
成
長
の
恩
恵
が
い
よ
い

よ
文
化
・
皐
術
の
方
面
に
も
波
及
し
て
き
た
こ
と

を
感
じ
さ
せ
る
。

園
録
と
は
い
え
、
本
書
は
冒
頭
に
七
篇
の
論
考

を
配
し
て
お
り
、
研
究
室
田
と
し
て
の
性
格
も
併
せ

も
っ
て
い
る
。
全
懐
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ

る。

十

序
言
(
張
志
清
、
中
岡
園
家
国
書
館
善
本
特
蔵

部
)一、
粟
特
入
華
照
史
的
新
探
索

対
宋
新
江
(
北
京
大
皐
中
園
古
代
史
研
究
中

心
)
「
従
撒
馬
爾
干
到
長
安
|
|
中
古
時

期
粟
特
人
的
逗
徒
奥
入
居
」

張
慶
捷
(
山
西
省
考
古
研
究
所
)
「
入
郷
随

俗
輿
難
忘
故
土
|
|
入
華
粟
特
人
石
葬
具

概
観
」

楊
軍
凱
(
西
安
市
文
物
保
護
考
古
所
)
「
入

華
粟
特
緊
落
箇
領
墓
葬
的
新
溌
現
|
|
北

刷
涼
州
薩
保
史
君
墓
石
榔
岡
像
初
穣
」

斉
東
方
(
北
京
大
島
了
考
古
文
博
向
学
院
)
「
輪

入
・
模
佑
・
改
造
・
創
新
|
|
粟
特
器
物

奥
中
園
文
化
」

史
容
(
中
図
園
家
固
書
館
主
口
本
特
蔵
部
)

「
金
石
皐
奥
粟
特
研
究
」

雷
間
(
中
園
杭
舎
科
向
一
子
院
院
航
史
研
究
所
)

「
割
耳
殻
面
奥
刺
心
剖
腹
|
|
粟
特
封
唐

代
枇
曾
風
俗
的
影
響
」

畢
波
(
北
京
大
皐
中
園
古
代
史
研
究
中
心
)

「
信
仰
f

空
間
的
高
花
筒
|
|
粟
特
人
的
束

漸
興
宗
教
信
仰
的
特
換
」

二
、
園
示
中
図
的
粟
特
考
古
新
設
現

(
二
史
浩
墓

「「
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(
二
)
安
伽
墓

(
一
二
)
虞
弘
墓

(
四
)
固
原
粟
特
人
墓
地

一
一
一
、
石
刻
碑
誌
上
的
粟
特
人

四
、
山
籍
文
献
血
ハ
敦
短
文
書
裏
的
粟
特
人

第
一
部
に
「
ソ
グ
ド
人
の
中
園
移
住
史
に
関
す

る
新
探
求
」
と
題
し
て
並
べ
ら
れ
た
七
篇
の
論
考

は
い
ず
れ
も
、
北
朝
か
ら
惰
唐
時
期
の
中
園
に
お

け
る
ソ
グ
ド
人
に
つ
い
て
、
多
方
面
か
ら
分
析
を

加
え
た
興
味
深
い
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

条
新
江
「
サ
マ
ル
カ
ン
ド
か
ら
長
安
へ
|
|
中

国
中
世
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
の
移
動
と
定
住
」
は
、

こ
の
園
録
の
総
論
と
も
言
う
べ
き
論
文
で
あ
る
。

時
に
他
の
民
族
を
交
け
入
れ
な
が
ら
ソ
グ
ド
人
が

各
地
に
形
成
し
た
緊
落
や
部
落
の
慶
範
な
ひ
ろ
が

り
と
そ
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
機
能
、

中
図
土
刺
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、
賓
登
に
裏

打
ち
さ
れ
た
的
確
な
概
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
か

つ
て
本
誌
第
六
三
巻
第
一
競
で
書
評
さ
れ
た
『
中

古
中
園
奥
外
来
文
明
」
(
生
活
・
謹
書
・
新
知
三

聯
書
庖
、
二

O
O
一
年
)
所
牧
の
諸
論
文
は
そ
の

「
考
登
篇
」
に
あ
た
る
。

張
慶
捷
「
『
郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
え
』
と

『
忘
れ
難
き
故
郷
』
|
|
中
園
に
移
住
し
た
ソ
グ

」

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
中
日
宍
)
日
・
c
a
E
待

ー「

ド
人
の
石
製
葬
具
概
観
」
は
、
虞
弘
墓
・
安
伽

墓
・
史
君
墓
を
主
材
料
と
し
て
ソ
グ
ド
人
墓
か
ら

義
見
さ
れ
た
石
製
葬
具
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た

論
考
で
あ
る
。
葬
且
ハ
の
様
式
と
そ
こ
に
描
か
れ
た

闘
像
の
分
析
等
を
通
じ
て
、
蔽
教
を
信
仰
す
る
ソ

グ
ド
人
が
中
岡
に
定
住
し
た
結
果
ど
の
よ
う
な
葬

送
を
行
っ
た
の
か
|
|
ソ
グ
ド
的
要
素
の
残
存
と

漢
文
化
受
容
の
あ
り
さ
ま
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

本
篇
は
ま
た
、
第
二
部
所
収
の
固
像
を
理
解
す
る

た
め
の
恰
好
の
案
内
に
も
な
っ
て
い
る
。

楊
軍
凱
「
中
園
に
移
住
し
た
ソ
グ
ド
人
の
緊
落

川
白
領
の
墓
葬
に
関
す
る
新
発
見
|
|
北
周
・
涼
州

薩
保
、
史
君
墓
石
榔
の
園
像
初
稗
」
は
、
二

O
O

三
年
に
護
掘
さ
れ
た
ば
か
り
の
北
周
・
史
君
墓
に

つ
い
て
本
格
的
に
紹
介
し
た
初
め
て
の
論
考
で
あ

る
。
歌
山
頂
式
と
よ
ば
れ
る
中
園
風
の
殿
堂
建
築

を
模
し
た
石
都
、
壁
面
は
精
密
な
浮
雌
で
埋
め
蓋

く
さ
れ
、
正
而
中
央
に
は
漢
文
と
ソ
グ
ド
文
で
来
日

か
れ
た
題
刻
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は

レ
リ
ー
フ
の
園
像
分
析
に
重
貼
が
置
か
れ
、
す
で

に
知
ら
れ
て
い
る
ソ
グ
ド
関
係
の
園
像
と
の
比
較

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
粟
特
在
中
園
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
も
こ
の
墓
の
話
題
が
中
心
と
な
っ
た

由
で
あ
り
、
ソ
グ
ド
語
銘
文
に
つ
い
て
報
告
を
さ

れ
た
吉
同
盟
氏
に
よ
る
皐
曾
記
が
そ
の
あ
た
り
の

十

事
情
を
よ
く
停
え
て
い
て
興
味
深
い
(
『
唐
代
史

研
究
』
第
七
競
、
二

O
O
四
年
)
。

斉
東
方
「
輸
入
・
模
倣
・
改
造
・
創
造
|
|
ソ

グ
ド
の
器
物
と
中
園
丈
化
」
は
、
ソ
グ
ド
商
人
に

よ
り
中
国
に
資
さ
れ
た
器
物
|
|
西
ア
ジ
ア
・
中

央
ア
ジ
ア
風
の
意
匠
を
施
し
た
壷
や
杯
な
ど
を
題

材
と
し
て
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
介
し
た
文
化
惇
播

の
一
勧
を
描
い
て
い
る
。
目
新
し
い
も
の
を
す
か

さ
ず
模
倣
、
商
品
化
す
る
の
は
古
今
を
関
わ
ず
同

じ
よ
、
つ
で
あ
る
。

史
容
「
金
石
皐
と
ソ
グ
ド
研
究
」
は
、
ソ
グ
ド

研
究
に
お
い
て
石
刻
史
料
を
利
用
す
る
際
の
注
意

貼
と
し
て
、
拓
本
の
品
質
の
問
題
(
善
拓
に
撮
る

こ
と
)
、
先
行
研
究
の
問
題
(
先
人
の
著
録
・
題

肢
を
参
考
に
す
る
こ
と
)
、
排
備
の
問
題
(
傷
物

に
注
意
す
る
こ
と
)
の
三
黙
に
つ
い
て
、
具
健
例

を
示
し
て
解
説
し
て
い
る
。

雷
同
「
割
耳
努
面
(
耳
を
切
り
顔
を
そ
ぐ
)
と

刺
心
剖
腹
(
心
臓
を
刺
し
腹
を
割
く
)
|
|
ソ
グ

ド
が
唐
代
の
枇
曾
・
風
俗
に
輿
え
た
影
響
」
は
、

自
ら
の
身
鰭
を
傷
つ
け
て
行
う
示
威
行
局
と
し
て

「
割
耳
禁
而
」
と
「
刺
心
剖
腹
」
を
取
り
L
L
げ、

唐
代
世
舎
へ
の
影
響
を
論
ず
る
。
か
か
る
行
局
は

一
言
、
つ
ま
で
も
な
く
儒
教
の
「
孝
」
の
徳
目
に
反
し
、

図
家
は
こ
れ
を
厳
禁
し
た
。
本
論
丈
は
、
文
献
史

「「
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料
に
園
像
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
加
味
し
て
、

「
割
耳
棋
院
面
」
が
ソ
グ
ド
人
の
哀
悼
表
現
、
あ
る

い
は
請
願
の
音

で
あ
つ
た
こ
と
、
「
刺
心
剖
腹
」
が
祇
殺
の
儀
式

中
に
見
ら
れ
る
幻
術
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。

畢
波
「
信
仰
空
間
の
高
華
鏡
|
|
ソ
グ
ド
人
の

東
漸
と
宗
教
信
仰
の
韓
換
」
は
、
ソ
グ
ド
人
の
信

仰
生
活
の
多
様
性
に
つ
い
て
、
墓
誌
や
出
土
資
料

に
擦
り
つ
つ
考
詮
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ソ
グ

ド
人
の
信
仰
し
た
祇
殺
は
ベ
ル
シ
ヤ
本
土
の
ゾ
ロ

ア
ス
タ
ー
殺
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
多
分
に
民
間
信

仰
の
色
彩
を
帯
び
て
い
る
こ
と
、
マ
ニ
救
や
景
数

へ
の
信
仰
も
見
ら
れ
る
こ
と
、
中
園
移
住
後
に
悌

敬
、
殊
に
禅
宗
に
婦
依
し
た
ソ
グ
ド
人
も
存
在
し

た
こ
と
等
、
時
に
外
来
宗
教
を
中
園
に
停
え
る
媒

髄
と
な
り
、
時
に
中
園
の
宗
教
に
帰
依
し
た
彼
ら

の
多
様
な
宗
教
信
仰
に
つ
い
て
詳
細
に
語
ら
れ
て

し
る
。第
二
部
「
国
版
で
見
る
、
中
園
の
ソ
グ
ド
人
関

連
の
考
占
新
設
見
」
で
は
、
近
年
陸
績
と
後
見
さ

れ
て
い
る
中
園
の
ソ
グ
ド
人
墓
の
う
ち
、
史
君

墓
・
安
伽
墓
・
虞
弘
某
・
田
原
(
寧
一
夏
回
族
自
治

医
)
ソ
グ
ド
人
墓
地
の
出
土
品
に
つ
い
て
、
カ

ラ
I
園
版
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
愛
掘
成
果
を
紹

117 

」

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
中
日
宍
)
日
・
c
a
E
待

ー「

介
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
四
者
の
う
ち
、
固
原
の
ソ
グ
ド
人
墓
に

つ
い
て
は
つ
と
に
寧
夏
目
族
自
治
匝
田
原
博
物

館
・
羅
幽
=
一
用
『
国
原
南
郊
惰
唐
墓
地
』
(
文
物
出
版

枇
、
一
九
九
六
年
)
と
し
て
報
告
書
が
出
さ
れ
、

安
伽
某
に
つ
い
て
も
最
近
『
西
安
北
胤
安
伽
墓
」

(
陳
西
省
考
古
研
究
所
田
野
考
古
報
告
第
一
一
一
援
、

侠
西
省
考
古
研
究
所
編
著
、
文
物
出
版
壮
、
二

O

O
三
一
年
)
と
題
し
て
愛
掘
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。

虞
弘
某
に
つ
い
て
は
未
だ
報
告
書
の
刊
行
を
見
て

い
な
い
が
、
後
掘
に
至
る
経
緯
か
ら
墓
主
・
出
土

遺
物
な
ど
に
閲
す
る
考
弛
阻
ま
で
を
紹
介
し
た

D
V

D
ビ
デ
オ
が
滋
賀
さ
れ
て
い
る
。
鮮
明
な
映
像
に

加
え
、
張
慶
捷
氏
や
築
新
江
氏
ら
が
出
演
し
て
コ

メ
ン
ト
を
加
え
て
お
り
、
興
味
深
い
内
容
に
仕
上

が
っ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
第
二
部
の
見
所
は
何
と
一
三
一
円
つ
で
も

「
史
君
墓
」
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
カ
ラ
l
園
版

で
あ
ろ
う
。
出
土
遺
物
の
本
格
的
な
寝
屋
六
紹
介
は

本
書
が
初
め
て
で
あ
り
、
そ
の
向
学
術
史
的
債
値
は

高
い
。
第
一
部
で
言
及
さ
れ
て
い
た
「
漢
語
・
ソ

グ
ド
語
併
記
の
墓
誌
」
の
全
文
を
一
不
同
調
員
・
拓

本
が
な
い
の
は
残
念
と
言
、
つ
ほ
か
な
い
が
、
精
紋

を
極
め
た
レ
リ
ー
フ
の
寓
員
が
数
貼
紹
介
さ
れ
て

い
る
の
は
貴
重
で
あ
る
。
な
お
、
『
妻
術
史
研
究
』

十

第
五
輯
(
中
山
大
向
晶
子
出
版
枇
、
二

O
O
三
年
十
二

月
)
に
も
史
治
墓
出
土
石
郁
浮
離
に
関
す
る
楊
軍

凱
氏
の
論
考
と
官
局
員
数
貼
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

参
考
に
値
す
る
。

第
三
部
「
石
刻
碑
誌
上
の
ソ
グ
ド
人
」
で
は
、

中
園
に
移
住
し
て
き
た
ソ
グ
ド
人
に
関
連
す
る
石

刻
史
料
を
合
計
三
十
九
貼
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の

全
て
に
つ
い
て
丁
寧
な
解
説
が
附
さ
れ
、
末
尾
に

は
園
版
と
録
文
の
典
擦
が
明
示
さ
れ
て
い
る
(
第

四
部
も
同
様
)
o

紹
介
さ
れ
た
石
刻
史
料
の
八
割

ほ
ど
(
三
十
一
耕
)
は
墓
誌
で
あ
り
、
そ
の
約
七

割
(
二
十
二
貼
)
が
洛
陽
出
土
の
も
の
で
あ
る
。

絵
談
な
が
ら
、
こ
の
比
率
が
た
だ
ち
に
ソ
グ
ド
人

の
洛
陽
集
中
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在

公
開
さ
れ
て
い
る
唐
・
五
代
墓
誌
の
デ
ー
タ
ベ

l

(
6
)
 

ス
(
総
数
約
七
一
瓦

O
貼
)
を
も
と
に
試
み
に
統

計
を
と
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
洛
陽
出
土
と
思
わ
れ

る
も
の
は
そ
の
中
十
数
ほ
ど
(
!
)
で
あ
り
、
ま
た
、

中
園
園
家
園
書
館
所
蔵
の
墓
誌
に
限
っ
て
洛
陽
か

ら
の
も
の
が
多
い
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
ち
な
み

に
、
唐
・
五
代
芸
誌
全
瞳
に
占
め
る
ソ
グ
ド
人

(
い
わ
ゆ
る
昭
武
九
姓
の
者
)
墓
誌
の
比
率
は
約

二
一
%
で
あ
っ
た
。

第
四
部
「
卜
日
籍
文
献
と
敦
憧
文
書
中
の
ソ
グ
ド

人
」
で
は
、
「
朝
野
余
載
』
『
安
稔
山
事
跡
」
(
い

「「
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ず
れ
も
紗
本
)
、
「
酉
陽
雑
狙
』
(
黄
杢
烈
手
津
本
)

の
典
籍
資
料
三
貼
お
よ
び
中
園
図
家
国
書
館
所
城

の
敦
短
文
献
十
四
貼
の
鮮
明
な
カ
ラ
l
寓
虞
と
、

か
つ
て
王
重
民
が
パ
リ
で
蒐
集
し
た
ベ
リ
オ
文
書

の
モ
ノ
ク
ロ
寝
屋
六
四
黙
と
が
、
解
説
を
附
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
注
目
す
べ
き
は
や
は

り
、
彩
色
園
版
で
一
以
さ
れ
た
北
京
本
の
数
々
で
あ

ろ
う
。
衆
知
の
如
く
、
欧
亜
に
貼
在
す
る
敦
短
文

献
の
公
刊
事
業
が
日
下
、
中
国
の
出
版
社
に
よ
り

順
次
進
行
中
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
研
究
環
境
は

以
前
に
比
べ
て
格
段
に
向
上
し
た
と
言
え
る
が
、

園
版
の
大
半
は
白
黒
で
あ
り
、
見
づ
ら
い
も
の
も

間
々
あ
る
。
中
岡
図
家
固
書
館
所
蔵
の
敦
煙
文
献

に
つ
い
て
言
え
ば
、
現
在
、
新
編
競
を
附
し
て
江

蘇
士
円
籍
出
版
枇
よ
り
固
録
が
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
る

が
、
国
版
の
品
質
は
他
書
と
大
差
な
く
、
原
文
書

の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
知
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易

で
な
い
。
北
京
本
の
カ
ラ
l
闘
版
は
、
た
と
え
ば

高
日
時
雄
編
『
草
創
期
の
敦
煙
撃
』
(
知
泉
書
館
、

二
O
O
二
年
)
の
中
で
都
春
丈
氏
が
未
公
刊
の
俗

文
書
を
五
黙
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
稀

有
な
例
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
ソ
グ
ド
人
関

連
史
料
に
限
ら
れ
て
い
る
と
は
三
守
え
、
今
回
こ
の

よ
う
な
形
で
彩
色
園
版
が
掲
載
さ
れ
た
意
義
は
大

き
い
と
思
う
。
ベ
リ
オ
文
書
の
寓
員
に
つ
い
て
は
、

」
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意
外
に
も
外
情
報
量
が
多
く
驚
か
さ
れ
た
。
何
よ

り
も
先
皐
に
よ
り
蒐
集
さ
れ
た
研
究
資
料
が
こ
の

よ
う
な
形
で
公
け
に
な
る
の
は
、
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
。

粗
略
な
が
ら
本
書
の
紹
介
を
終
え
る
に
あ
た
り
、

史
料
・
遺
物
の
許
償
、
ひ
い
て
は
研
究
の
進
展
に

も
「
機
縁
」
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
一
九
二

0
年
代
に
河
北
・
安
陽
で
護

見
さ
れ
た
北
斉
時
代
の
石
棺
床
は
、
早
い
時
期
に

海
外
に
流
出
し
て
欧
米
の
美
術
館
に
分
寂
さ
れ
た

せ
い
か
、
お
も
に
中
園
園
外
で
先
駆
的
な
業
績
が

い
く
つ
か
現
れ
た
も
の
の
、
結
果
と
し
て
中
園
の

皐
界
に
奥
え
た
影
響
は
大
き
く
な
か
っ
た
。
文
革

中
の
一
九
七
一
年
に
後
見
さ
れ
た
閥
連
遺
跡
は
、

そ
の
重
要
性
が
十
分
に
認
知
さ
れ
な
か
っ
た
た
め

に
ダ
ム
建
設
の
犠
牲
と
な
り
水
浸
の
憂
き
目
に
あ

っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
最
初
の
愛
見
か
ら
数
卜
年

を
経
て
華
北
で
見
つ
か
っ
た
北
朝
末
の
石
棺
床
も

海
外
に
流
出
、
日
本
の
ミ
ホ
・
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の

所
有
に
'
蹄
し
た
。
一
九
九
七
年
の
開
館
時
か
ら
展

示
さ
れ
て
い
る
こ
の
「
棺
床
扉
風
」
も
、
は
じ
め

は
賓
例
の
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
「
ま
れ
な
作

(
8
)
 

品
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
の

石
棺
床
が
皐
界
に
興
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
さ
ま
ざ

ま
な
意
味
で
大
き
か
っ
た
。
一
九
九
九
年
に
太
原

十

で
虞
弘
墓
が
、
翌
二

0
0
0年
に
西
安
で
安
伽
墓

が
相
次
い
で
愛
見
さ
れ
、
愛
掘
成
果
が
異
例
の
ス

ピ
ー
ド
で
二

O
O
一
年
一
月
の
『
丈
物
』
誌
上
に

掲
載
さ
れ
た
背
景
に
は
、
向
子
界
の
極
め
て
熱
い
閥

心
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ピ
ー
ス
が
ま
と
ま
り
出
す
と
、
パ
ズ
ル
は
加
速

度
的
に
組
み
上
が
っ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
本
書

で
紹
介
さ
れ
た
史
君
墓
に
績
き
、
二

O
O
四
年
四

月
に
は
新
た
な
ソ
グ
ド
人
墓
が
陳
西
・
西
安
北
郊

で
設
見
さ
れ
、
そ
の
速
報
が
「
中
園
文
物
報
』

(二

0
0
四
年
十
一
月
二
十
四
日
)
に
掲
載
さ
れ

た
。
書
像
を
伴
っ
た
石
棺
床
の
上
に
は
安
置
さ
れ

た
墓
主
の
亡
骸
が
ミ
イ
ラ
と
な
っ
て
残
っ
て
お
り
、

墓
誌
も
見
つ
か
っ
た
。
墓
主
の
姓
名
は
康
業
、
康

居
園
王
の
末
育
と
い
い
、
北
周
の
天
和
六
年
(
五

七
二
に
死
去
し
て
い
る
。
い
ず
れ
正
式
の
愛
掘

報
告
が
出
さ
れ
る
と
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
中
圏

内
外
の
ソ
グ
ド
研
究
は
一
層
加
熱
す
る
に
遣
い
な

+
Z
 
M-一言回(
1
)

『
ミ
ホ
・
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
研
究
紀
要
』

第
四
競
(
二

O
O
四
年
)
に
講
演
曾
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
N
H
K
「
文
明
の
這
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

「「
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ト
・
本
村
凌
二
・
蔀
勇
造
・
吉
田
幽
一
一
旦
ほ
か

『

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
文
明
の
這

3

海
と
陸
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
(
日
本
放
送

出
版
協
舎
、
二

O
O
一
二
年
)

(
3
)

楽
新
江
「
Z
H
F
C

美
術
館
粟
特
石
棺
界

風
的
国
像
及
其
組
合
」
(
『
婁
術
史
研
究
』

第
四
輯
、
二

0
0
二
年
)
一
九
九
l
二
O

一
一
良
を
古
参
照
。

(
4
)
そ
の
後
出
版
さ
れ
た
関
連
す
る
報
告
書

と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

原
州
聯
合
考
古
隊
編
「
唐
史
道
洛
墓

原
州
聯
合
考
古
隊
愛
掘
調
査
報
告
1
i

』

(
勉
誠
出
版
、
一
九
九
九
年
)

寧
夏
回
族
自
治
匝
固
原
博
物
館
・
中
円

原
州
聯
合
考
古
隊
編
『
原
州
古
墓
集
成
』

(
文
物
出
版
枇
、
一
九
九
九
年
)

ま
た
、
最
近
出
版
さ
れ
た
『
国
原
歴
史

文
物
』
(
挙
夏
国
原
博
物
館
編
著
、
科
向
学
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出
版
枇
、
二

O
O
四
年
八
月
)
で
も
、
彩

色
園
版
が
数
知
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
5
)

「
溌
現
虞
弘
墓
」
(
『
探
索
・
溌
現
考

古
中
岡
I
』
所
枚
、
中
園
園
際
電
視
線
公

司
。
四
十
五
分
×
三
篇
)
。

(
6
)

気
賀
淳
保
規
編
『
新
版
唐
代
墓
誌
所

在
総
合
目
録
」
(
明
治
大
間
半
東
洋
史
資
料

叢
刊
三
、
二

O
O
四
年
、
明
治
大
挙
東
洋

史
研
究
室
)
、
お
よ
び
中
園
石
刻
文
物
研

究
曾
編
「
唐
・
五
代
十
園
時
期
墓
誌
・
墓

碑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
K
E
G
-
¥
¥
5
r
r
o
]
g
r
g

B
E
L
B
2
Z
山
口
]
官
¥
)
0

(
7
)

註
(
1
)
『
研
究
紀
要
』
八

O
頁
、
八

二
頁
。
山
東
省
盆
都
豚
博
物
館
・
夏
名
禾

「
盆
都
北
斉
石
室
墓
線
刻
霊
像
」
(
『
文

物
」
一
九
八
五
一

O
)
o
一
九
八
二
年

に
も
甘
霜
・
天
水
で
童
像
っ
き
の
石
棺
床

が
愛
見
さ
れ
た
が
、
愛
掘
報
告
が
出
た
の

十

は
十
年
後
で
あ
り
、
取
り
上
げ
方
も
虞
弘

墓
・
安
伽
墓
に
比
べ
れ
ば
随
分
と
地
味
で

あ
っ
た
。
天
水
市
博
物
館
「
天
水
市
設
現

惰
唐
扉
風
石
棺
床
墓
」
(
『
考
古
』
一
九
九

二

一

)
o

雨
者
と
も
、
近
年
そ
の
史
料

的
債
値
が
再
許
債
さ
れ
て
い
る
。

(
8
)

ミ
ホ
・
ミ
ユ

I
ジ
ア
ム
編
『
ミ
ホ
・
ミ

ュ
I
ジ
ア
ム
南
館
園
録
」
(
ミ
ホ
・
ミ

ュ
I
ジ
ア
ム
、
一
九
九
七
年
)
、
二
四
七

1
二
五
七
頁
。

〔
補
註
〕
小
文
脱
稿
後
、
「
文
物
』
二

O
O
五

三
に
史
君
墓
の
愛
掘
筒
報
が
掲
載
さ
れ
、

墓
誌
全
岨
胞
の
拓
本
と
穣
文
が
愛
表
さ
れ
た
。

西
安
市
文
物
保
護
考
古
所
「
西
安
北
刷
涼

州
薩
保
史
君
墓
溌
掘
筒
報
」
。

二
O
O
四
年
四
月
北
京
北
京
国
書
館
出
版
社

十
六
関
本
四
十
八
十
一
九
一
頁
一
八
O
元

「「
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